
 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 人吉・球磨自然保護協会 

２ 事 業 名 称 川辺川流域植樹体験活動（地球温暖化防止に資する水源林整備活動） 

３ 実 施 日 時 平成 27 年 8 月 20 日 

４ 実 施 場 所 熊本県球磨郡大規模林道松尾国有林・狸穴山荘 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

８月２０日（木） 

10:00  主催者挨拶      人吉球磨自然保護協会長・中神 司 

          参加者代表挨拶   人吉市立中原小学校  緑の少年団代表 

球磨郡あさぎり町立須恵小学校緑の少年団代表

緑のボランティア 緑のボランティア代表 

         来賓挨拶      熊本南部森林管理署長 

熊本県球磨地域振興局 森林保全課長 

10:30  記念植樹       人吉市立中原小学校  緑の少年団代表 

         球磨郡あさぎり町立須恵 小学校緑の少年団 

11:00  森林教室      熊本県球磨地域振興局森林保全課 

12:00   昼食        参加者全員 

13:00   自然体験活動    ツリーイング指導・九州の樹 

自然教室      間伐材による参加証クラフト 

     15:00   広報活動       風船飛行（風船に手紙をつるして放つ） 

参加者返礼      人吉市立中原小学校校長・米多 等 

                  あさぎり町立須恵小学校長・永友 政秀 

15:30   閉会        人吉球磨自然保護協会 理事・東 輝代 

 

（事業実施効果） 

水源林整備活動を軸にした大都市住民と山村との交流は、森林への意識の

向上、市民参加による河川環境整備への必要性が認識されるとともに、持

続的可能な森林による地球温暖化防止への啓蒙・啓発に貢献している。 

６ 参 加 内 訳 

総人数                           ８０名

（１）主催者参加                            ２０名

（２）日本人参加（（１）を除く）                    １００名

（３）外国人参加（（１）を除く）                ０名

７ 今 後 の 方 針 

森林に資する知識を習得しながら植樹などの森林整備を行い、水を育む水

源涵養林の必要性や、地球温暖化防止に果たす森林の役目を啓発したい。

さらに生活に密着する水環境保全と親水活動を全国に広めるとともに、球

磨川や川辺川及びその流域の活性化に寄与したい。 

 

 
 



 

 

 
 

開会式・熊本県による来賓挨拶 森林教室クラフト・参加証の作成 

記念植樹・植える場所へ苗木の運搬 自然体験活動・ツリーイング 

記念植樹・モミジの植栽 地球温暖化防止啓発活動・風船飛行 




